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39 アフリカレポート 2019年 No.57 
 
の場を思考し、またその場で思考して、新たな理解を目指す。上記の試みの各々に各々の価値が
あり、上下も優先順位もなく、いずれも等しく大切だ。 
筆者のフィールドで、民族的少数者と性的少数者の主張が、結婚を巡って行き合い、交錯した。
ナイジェリアやウガンダの反同性愛法設置の動きに同意せず、しかし LGBTの「同性婚」にも同
意しない「ケニアの穏健な庶民の知識人」の方が、「同性婚」の承認を求める LGBTの人々よりも
むしろ合理的である。もし性急に「同性婚」を結婚として認めれば、国家と政府を当てにできず、
専ら家族・氏族、親族組織や姻族関係に福祉を依存する彼らの田舎の暮らしが破綻するという主
張には、頷ける点が多い。ただし、彼らは、「子を成さない多様な生のあり方」を（女性婚によっ
て）昔からも今も肯定し、婚姻と完全に等しい法的権利の享受を認めている。 
一方、同性婚の承認を求める LGBTの主張にはいかなる妥当性が認められるのだろうか。そう
したカップルのあり方を全面的に認める制度の法的確立にこそ本質的な重要性がある。しかしな
がら、そのカップリングが敢えて結婚である必然性が、一体何処にあるのか。例えば、フランス
では結婚や事実婚の他に、既婚者と同等の権利が保障される「民事連帯契約」（パックス）という
緩やかな結合も制度的な選択肢として認められている。因習の重圧を逃れて個としての十全な自
由を求めて生きようとするのなら、その選択がより相応しいだろう。 
そもそも、LGBT とは、結婚を絶対の社会的基盤としてきた人間の性二元文化が生み出した差
別の所産としての否定的な概念ではないのか。先に見たように、インセスト・タブーに基づく結
婚という交換制度こそが人間を様々な範疇に区別（差別）してきた絶対的な「必要悪」だったの
だ。その結婚によって差別されて苦しんできた者が、自ら結婚（「同性婚」）の法的認知を求め、
その制度とその「必要悪」を殊更に強化しようと言うのだろうか。むしろ、一切のプレスクリプ
ションに敢然と異を唱えるべきではないのか。その第一の対象とされるべきものは結婚制度であ
る。「ケニアの穏健な庶民の知識人」もまた、将来そこへ向かって進んで行くに違いない。 
 
 
おわりに 
 
掉尾に、本誌編集部の冷静で好意ある対応に感謝したい。その好意に対する感謝のゆえに、こ
こまで、筆者も「本書が様々な議論を喚起することを期待したい」とする津田氏の言葉に積極的
に応える努力をしてみた。それが、何よりも良く、「自らの政府と一緒くたに野蛮人扱いされてい
ることに異を唱えるアフリカの人々（「アフリカの穏健で理性的な多数の庶民」）の存在を強く訴
え、それらの人々の声を冷静に伝えることである」と信じて。 
 
（こんま・とおる／神奈川大学） 
